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真空式温水発生機（ガス焚）

FT－2500M～10000M型

● このたびは、弊社製品をお買いあげいただきまして、まことにありがとうございました。

● ご使用前にこの説明書をよくお読みください。
　 特に、１ページの「特に注意していただきたいこと」は必ずお読みください。

● お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところに必ず保管してくださ
　 い。



１）万一、ガスの臭気など、ガスの漏洩に気づいたら直ちに運転を停止し、燃料の元バルブを閉じ、
速やかに事前喚起を行ってください。漏洩箇所の改修が終わるまでは絶対にヒーターを運転しな
いでください。

２）使用するガスの種類を確認し、指定した燃料以外はご使用しないでください。火災や爆発のおそ
れがあります。

３）ヒーターに水が入っていることを確認してから運転してください。空焚を起こし、火災のおそれ
があります。

４）機械室を乾燥室がわりに使用しないでください。火災のおそれがあります。
５）機械室に可燃物や引火性物質を置かないでください。火災のおそれがあります。
６）機械室の換気口付近は、物を置いたり積雪等でふさがないようにしてください。不完全燃焼のお
それがあります。

７）運転するときは、吸排気（換気）してください。換気が不十分な場合は酸素不足による燃焼不良
の原因となります。

８）雷や地震・風水害など不慮の災害が発生した場合には直ちに運転を停止した後、燃料コックを閉じ、
電源を切ってから速やかに避難してください。

９）煙道、煙突は正しく接続されているかを確認してください。外れていると排ガスが室内に漏れて、
不完全燃焼を起こしたり、火災や爆発のおそれがあります。

10）煙道・煙突がつまったり、ふさがれていないことを確認してください。また、煙道ダンパーがあ
る場合は、開けてください。閉塞などがあると運転中に排ガスが室内に漏れて、不完全燃焼を起
こしたり、火災や爆発のおそれがあります。

11）電源の入・切ではヒーターの運転や停止を行わないでください。感電や火災の原因になります。
12）専門業者以外は、絶対に分解・修理・改造は行わないでください。発火したり、異常動作してけ
がをするおそれがあります。

１）専門のサービスマンによる試運転調整が完了していない場合には、運転を開始しないでください。
２）運転中や停止直後は、高音部分やバーナー取付部、煙道接続部、掃除口に触れないでください。
やけどの恐れがあります。

３）濡れた手でスイッチを操作しないでください。感電の原因となることがあります。
４）運転／停止スイッチを何回も切ったり入れたりすることはやめてください。異常燃焼や故障の原
因となります。

５）運転中は、イグナイターの高圧リード線には触れないでください。感電の原因となることがあります。
６）バーナーの空気吸い込み口やモーターなどの回転部分には、指等を入れないでください。けがを
するおそれがあります。

７）お手入れや点検の際には、かならず電源スイッチを切ってください。感電のおそれがあります。
８）安全装置が働いたときは、安全を確認してからリセット動作をしてください。
９）黒煙が発生するときは、直ちに運転を停止し、サービス店へ、修理を依頼してください。
10）アース工事が行われているか確認してください。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアー
ス線に接続しないでください。アースが不完全な場合は、感電の原因となることがありますので、
専門業者に依頼してください。

11）据付工事や配管工事、煙突工事などは専門の業者へ依頼してください。
12）飲料には使わないでください。使用水の水質、配管材料の劣化、水あか等により、水質が変わる
ことがあります。
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２．各部のなまえ
■ 温水ヒーター各部の名称
例　FT-4000M（屋内型）

■ バーナー各部の名称
例　RGHN-50

往水口
往水口還水口

前面カバー〈下〉
取外し用ビス

ガスバーナー

分流ヘッダー

ヒーター
コントローラー

前面カバー〈下〉

熱交換器

還水口

パイロット複合弁

パイロット調量弁

イグナイター

高圧リード線
（イグナイター部）

メインガスバルブユニット

メインテストコック

圧力センサー

風圧スイッチ（Hi）

風圧スイッチ（Lo）

バーナーモーター

パイロットノズル
メタルニットノズル

パイロットテストコック

ガス圧力計
ガス圧（低）スイッチ
エア抜きコック

ガスストレーナー

煙道接続口覗き窓
（燃焼状態確認用）

覗き窓
（連成計用）

ガス入口

マグネットボックス

ガス圧異常ランプ

ガス圧異常
リセットボタン

燃焼異常
ランプ

エアフィルタ
前部・下部

インバーター

ガス圧力計
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往水口
往水口還水口

前面カバー〈下〉
取外し用ビス

ガスバーナー

分流ヘッダー

ヒーター
コントローラー

前面カバー〈下〉
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還水口

パイロット複合弁

パイロット調量弁

イグナイター
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前部・下部

インバーター

ガス圧力計
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■ ヒーターとバーナーの組み合わせ

例　RGHN-70～160（S）
ガス圧力計

パイロット複合弁

パイロット調量弁
イグナイター

高圧リード線
（イグナイター部）

メインガスバルブユニット

メインテストコック

圧力センサー

風圧スイッチ（Hi）

風圧スイッチ（Lo）

バーナーモーター

パイロットノズル
メタルニットノズル

パイロットテストコック

ガス圧力計

ガス圧力計

エア抜きコック

ガス圧（低）
スイッチ

ガスストレーナー※

マグネットボックス

ガス圧異常ランプ

ガス圧異常
リセットボタン

燃焼異常ランプ

エアフィルタ
前部・下部

インバーター

※10000M型は付属品となります。

ヒーター型式

バーナー型式

FT-2500M

RGHN-50

FT-3000M

RGHN-50

FT-4000M

RGHN-70

FT-5000(S)M

RGHN-110

FT-6500M

RGHN-110S

FT-8000M

RGHN-160

FT-10000M

RGHN-160S

３．日常の取扱い
■ 運転前の注意事項

■ 運転

■ 停止

１）ガスの元コックを開いてください。
２）ガス漏れ音やガス臭がないことを確認してください。
３）吸排気ファンが設置してある場合にはスイッチ（起動）の確認をしてください。
４）煙道ダンパーを設けてある場合には、開いていることを確認してください。
５）ヒーターの元電源を入れてください。ヒーターコントローラーの電源ランプが点滅すれば正常です。
　　ヒーターコントローラーの電源ランプの位置は６ページを参照ください。

以降、ヒーターコントローラーを操作する場合は画面が立ち上がった状態で操作してください。
画面を立ち上げる際は、タッチパネルに触れてください。

１）ヒーターコントローラーの運転／停止スイッチを押してください。同時に運転／停止ランプが点灯もしくは点
滅に変わります。点滅の場合は外部から待機信号が入力されておりますので解除ください。

２）運転ランプが点灯するとバーナーが起動します。バーナーファンはプレパージのため高燃焼の回転数に移行し
ます。約65秒間のプレパージ後、低燃焼の回転数に移行し着火します。その後、約25秒間低燃焼を行い定常燃
焼に移行します。

３）着火後は設定温度まで上がるとバーナーは自動的に停止し、缶水温度が下がると自動的に燃焼を始めます。
　　（設定温度が運転前の缶水温度より低い場合はバーナーは起動しません。）
４）不着火又は断火などの異常が発生した場合はヒーターコントローラーの安全装置が働き、直ちに遮断弁を閉止
し警報を発します。エラー内容・シーケンス内容を記録し、再起動させる場合はその原因を除去して右スイッ
チ（リセット）を押してください。（警報フザーは中スイッチ（ブザー停止）を押すと止まります。）

　　再度運転する場合は運転／停止スイッチを押してください。

１）ヒーターコントローラーの運転／停止スイッチを押してください。（運転／停止ランプが消灯します。）
２）20秒間のポストパージの後、バーナーは停止します。
３）設備側の循環ポンプを停止してください。
　　※ただし、凍結防止等を行っている場合は停止しないでください。
４）ガス元コックを閉め、ヒーターの元電源を切ってください。
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ます。約65秒間のプレパージ後、低燃焼の回転数に移行し着火します。その後、約25秒間低燃焼を行い定常燃
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３）設備側の循環ポンプを停止してください。
　　※ただし、凍結防止等を行っている場合は停止しないでください。
４）ガス元コックを閉め、ヒーターの元電源を切ってください。
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注意
１．抽気効率の向上、焚上げ音の軽減、燃焼室内
　　結露による缶体への悪影響防止のため、主設
　　定温度範囲は 75℃～88℃となっております。
２．設定温度の変更は必ず 3)の操作を行って下さ
　　い。確定されていない場合は変更前の値とな
　　りますので注意して下さい。
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４．ヒーターコントローラーの取扱い
■ ヒーターコントローラーの缶水温度設定
　バーナーはON－OFF又はHi－Lo－OFF運転を行い
ますので、バーナーが停止する温度および再起動す
る温度をそれぞれ設定する必要があります。
　下記の手順で行ってください。
※設定値は電源スイッチを切られた場合でも
　保存されます。
● 主温度設定（バーナー停止温度設定）「主」
　75～88℃で設定可能（初期値85℃）

１）運転状態画面（設定温度と缶水温度が表
示されている状態）で、【右】スイッチ（温
度設定）を押してください。

２）“主”の文字が表示されますので、
　　又は　　を数回押して希望の温度に変更
します。数字を変えると温度表示が黄色
に変わります。

３）変更が終わりましたら【右】スイッチ（決定
）を押してください。温度表示が白色に
変わります。（設定完了）

４）設定が終わりましたら、【左】スイッチ（戻る）
を押してください。設定温度と缶水温度の表示
画面に戻ります。（操作しない場合でも10分経
過すると自動的に戻ります。）

※１分以上何も操作しない場合、液晶画面が暗くなります。
　再度画面を表示するには何れかのスイッチを押してください。

“主 DIFF”
を表示

10

10

10

１）【右】スイッチ（温度設定）を押してくださ
い。

２）“主”の文字が表示されますので、【中】スイッ
チ（選択）を押してください。

　　“主 ＤＩＦＦ”の表示に切り替わります。
　

３）　　又は　　を数回押して希望の温度に変更
します。数字を変えると温度表示が黄色に変
わります。

● 主設定ディファレンシャル（バーナー再起動温度設定）「主ＤＩＦＦ」
　主設定ディファレンシャルは主温度設定に対して３～12℃低い温度で設定可能（初期値８℃）です。つまり
バーナーが停止する温度を85℃とした場合には、バーナーが再起動する温度は82～73℃の範囲で設定できます。

４）変更が終わりましたら、【右】スイッチ（決定）
を押してください。温度表示が白色に変わり
ます。（設定完了）

５）設定が終わりましたら、【左】スイッチ（戻る）
を押してください。設定温度と缶水温度の表
示画面に戻ります。（操作しない場合でも10
分経過すると自動的に戻ります。）
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【異常発生中】スイッチ

１）異常発生時は、エラー内容、シーケンス内
容、発生時刻等が表示されます。

２）ブザーを停止する際は、【中】スイッチ
（ブザー停止）を押してください。

３）異常の原因が排除された状態で【右】スイ
ッチ（リセット）を押すと異常が解除され
ます。（異常の原因が排除されていない状
態で押しても異常は解除されません。）

　異常が発生した場合、安全装置が働いてバーナーが停止します。コントローラーは異常発生画面へ移行し、
画面は赤色となりブザーが鳴ります。異常の原因を取り除き、リセット操作を行うと、異常が解除されます。

４）異常が解除されると、設定温度と缶水温度
の表示画面に戻ります。運転を再開する場
合は、運転／停止スイッチを押してくださ
い。

※異常発生画面で【左】スイッチを押すと設
定温度と缶水温度の表示画面に変わります
が、異常が解除されていない状態のため、
画面は赤色表示のままです。

この画面から、異常発生画面に戻る場合は、
【異常発生中】スイッチを押してください。

■ ヒーターコントローラーの缶水温度設定

＜画面が赤色表示＞

＜画面が赤色表示＞

＜画面が赤色表示＞

＜画面が赤色表示＞

＜画面が青色表示＞

＜画面が赤色表示＞

１）　設定／実績　を押してください。

２）　時刻設定　を押してください。

３）日付設定または時刻設定の数字の部分を押
すと、テンキー画面に変わります。

４）テンキー画面で数値を入力します。入力後、
【右】スイッチ（決定）を押してください。

　● 時刻設定
　　時刻設定を行うことで、運転実績や異常発生時刻などの確認が可能となります。
　　※２週間通電がない場合、時刻の再設定が必要となります。

５）日付および時刻を入力したら、【右】スイ
ッチ（決定）を押すと、設定が完了します。

６）設定が終わりましたら、【左】スイッチ（決
定）を押してください。設定／実績の画面
に戻ります。

　　もう一度【左】スイッチ（戻る）を押すと、
設定温度と缶水温度の表示画面に戻ります。
（操作しない場合でもしばらくすると自動
的に戻ります。）

■ その他の操作方法
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６）設定が終わりましたら、【左】スイッチ（決
定）を押してください。設定／実績の画面
に戻ります。

　　もう一度【左】スイッチ（戻る）を押すと、
設定温度と缶水温度の表示画面に戻ります。
（操作しない場合でもしばらくすると自動
的に戻ります。）

■ その他の操作方法
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点 灯

消 灯

１）【中】スイッチ（機能）を押してください。

２）手動抽気　ＯＦＦ　を押してください。
　　　ＯＮ　の表示に変わります。

３）【右】スイッチ（決定）を押すと、緑のラン
プが点灯し、抽気が開始します。

● 手動抽気の設定
　試運転時およびメンテナンス時、強制的に抽気を行いたいとき使用します。
　手動抽気を行う場合は、缶水温度をなるべく高くする（80℃以上推奨）、２次側ポンプを止め負荷がかから
ないようにする等を行えば、よりスムーズに抽気が行えます。

４）手動抽気を停止する場合には、　ＯＮ　を押
してください。　ＯＦＦ　に変わります。

　　【右】スイッチ（決定）を押すと緑のランプ
が消灯し、手動抽気が停止します。なお、停
止しない場合でも１時間経過すると自動的に
停止します。

５）設定温度と缶水温度の表示画面に戻る場合は、
【左】スイッチ（戻る）を押してください。

　　（操作しない場合でもしばらくすると自動的
に戻ります。）

点 灯

消 灯

１）【中】スイッチ（機能）を押してください。

２）低温設定　ＯＦＦ　を押してください。
　　　ＯＮ　の表示に変わります。

３）【右】スイッチ（決定）を押すと、緑のラン
プが点灯し、低温運転を開始します。

● 低温運転の設定
　寒冷地や運転休止中に凍結のおそれのある場合に、ヒーターを運転し、凍結を防止することができます。通
常運転中に低温設定を行いますと、バーナーは15℃でOFF、７℃でONするように設定されます。

４）低温運転を停止する場合には、　ＯＮ　を押
してください。　ＯＦＦ　に変わります。

　　【右】スイッチ（決定）を押すと緑のランプ
が消灯し、低温運転が解除されます。

５）設定温度と缶水温度の表示画面に戻る場合は、
【左】スイッチ（戻る）を押してください。

　　（操作しない場合でも10分経過すると自動的
に戻ります。）
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１）　設定／実績　を押してください。

２）　週間運転時間　を押してください。

　過去１週間分の燃焼時間と発停の回数を確認できます。

３）１週間分の燃焼時間と発停回数を曜日ごと
に表示します。

４）【左】スイッチ（戻る）を２回押すことで
運転状態の画面にもどります。

３）日付と発停回数が表示され、１時間ごとの
燃焼時間は棒グラフで表示されます。
【中】スイッチ（前日）や【右】スイッチ
（次日）を押すと日付が変わります。

　　　週毎　を押した場合、【中】・【右】スイッ
チが（前週）・（次週）に変わり、スイッチを
押すと１週間単位で日付が前後します。

４）【左】スイッチ（戻る）を２回押すことで
運転状態の画面にもどります。

■ 週間運転時間

１）　設定／実績　を押してください。

２）　運転実績　を押してください。

　運転した日の発停回数および１時間ごとの燃焼時間を確認できます。
■ 運転実績表示

５．日常の取扱い上の注意事項
● 不着火が発生しバーナーが停止したときの処置
　燃焼不良や点検手入れが不十分なために不着火になることがあります。このときは、ヒーターコントローラーの
安全装置が働いてバーナーは停止し、異常発生画面（画面が赤色で表示）になり、エラー内容「不着火」とシーケ
ンス内容を表示します。
１）ヒーターコントローラーの中スイッチ（ブザー停止）を押してください。ブザーが止まります。（エラー内
容・シーケンス内容を記録してください。）

２）「故障排除法」を参考にして原因を排除した後、ヒーターコントローラーの右スイッチ（リセット）、運転／
停止スイッチを押してください。バーナーは運転を再開します。

● ガス圧異常（バーナーマグネットボックスの燃焼異常表示灯点灯時）の処置
１）サービス店に連絡ください。

● ガス圧異常（バーナーマグネットボックスのガス圧異常表示灯点灯時）の処置
１）ガス配管コックが閉止されていないか、ガスバーナーのガス圧計指示値に問題がないか確認してください。

● バーナーMGサーマル異常発生時の処置
　バーナーモーターに過大電流が流れた場合には、コントローラーに「バーナーMGサーマル」と表示されバーナー
が停止します。
１）ヒーターコントローラーの中スイッチ（ブザー停止）を押してください。
２）ヒーターの元電源を切ってください。電源配線の外れ、逆接続はないか等を点検し原因を排除後、ヒーターの
元電源を入れてください。電源を入れるとインバーターのみのエラーがリセットされます。

３）コントローラーに「電源立上時警報状態」と表示されますのでコントローラーの右スイッチでリセットした
後、運転／停止スイッチを押してください。バーナーが再起動します。

● 「初期給水中」と表示され、バーナーが起動できないときの処置
　熱媒水レベルの低下、水位検出用電極の汚れ等が考えられます。サービス店までご連絡ください。

● 出湯温度が低下した場合の処置
　出湯温度が低下したときに考えられる原因と処置は次の通りです。
⑴ 缶体温度が低い …… 設定温度を上げてください。
⑵ 別系統の回路の負荷が過大である（２回路以上の場合） …… ヒーター出力に対する要求負荷が大き過ぎます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負荷の軽減などをご検討ください。
⑶ 熱交換器が汚れている …… 熱交換器の洗浄又は交換が必要です。サービス店までご連絡ください。
⑷ 真空状態が低下している …… 運転状態で１時間程度手動抽気を行ってください。しばらくして再び出湯温度が
　　　　　　　　　　　　　　　低下する場合にはサービス店へご連絡ください。
⑸ 熱交換器設定流量が過大である …… 流量を調整してください。

注意
慣性力でバーナーファンが回転して
いる場合がありますので点検する場
合は、ファンの停止を確認後行って
ください。また配線をチェックする
ときは、必ずヒーターの電源を切っ
た後行ってください。

！

モーターの定格電流値（３相200Vの場合）
バーナー型式 モーター（kW） 電流値（A）

RGHN－50

RGHN－70

RGHN－110

RGHN－110S, 160

RGHN－160S

0.4

0.75

1.5

1.5

2.2

1.8

2.9

5.6

5.6

8.0
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１）　設定／実績　を押してください。

２）　週間運転時間　を押してください。

　過去１週間分の燃焼時間と発停の回数を確認できます。

３）１週間分の燃焼時間と発停回数を曜日ごと
に表示します。

４）【左】スイッチ（戻る）を２回押すことで
運転状態の画面にもどります。

３）日付と発停回数が表示され、１時間ごとの
燃焼時間は棒グラフで表示されます。
【中】スイッチ（前日）や【右】スイッチ
（次日）を押すと日付が変わります。

　　　週毎　を押した場合、【中】・【右】スイッ
チが（前週）・（次週）に変わり、スイッチを
押すと１週間単位で日付が前後します。

４）【左】スイッチ（戻る）を２回押すことで
運転状態の画面にもどります。

■ 週間運転時間

１）　設定／実績　を押してください。

２）　運転実績　を押してください。

　運転した日の発停回数および１時間ごとの燃焼時間を確認できます。
■ 運転実績表示

５．日常の取扱い上の注意事項
● 不着火が発生しバーナーが停止したときの処置
　燃焼不良や点検手入れが不十分なために不着火になることがあります。このときは、ヒーターコントローラーの
安全装置が働いてバーナーは停止し、異常発生画面（画面が赤色で表示）になり、エラー内容「不着火」とシーケ
ンス内容を表示します。
１）ヒーターコントローラーの中スイッチ（ブザー停止）を押してください。ブザーが止まります。（エラー内
容・シーケンス内容を記録してください。）

２）「故障排除法」を参考にして原因を排除した後、ヒーターコントローラーの右スイッチ（リセット）、運転／
停止スイッチを押してください。バーナーは運転を再開します。

● ガス圧異常（バーナーマグネットボックスの燃焼異常表示灯点灯時）の処置
１）サービス店に連絡ください。

● ガス圧異常（バーナーマグネットボックスのガス圧異常表示灯点灯時）の処置
１）ガス配管コックが閉止されていないか、ガスバーナーのガス圧計指示値に問題がないか確認してください。

● バーナーMGサーマル異常発生時の処置
　バーナーモーターに過大電流が流れた場合には、コントローラーに「バーナーMGサーマル」と表示されバーナー
が停止します。
１）ヒーターコントローラーの中スイッチ（ブザー停止）を押してください。
２）ヒーターの元電源を切ってください。電源配線の外れ、逆接続はないか等を点検し原因を排除後、ヒーターの
元電源を入れてください。電源を入れるとインバーターのみのエラーがリセットされます。

３）コントローラーに「電源立上時警報状態」と表示されますのでコントローラーの右スイッチでリセットした
後、運転／停止スイッチを押してください。バーナーが再起動します。

● 「初期給水中」と表示され、バーナーが起動できないときの処置
　熱媒水レベルの低下、水位検出用電極の汚れ等が考えられます。サービス店までご連絡ください。

● 出湯温度が低下した場合の処置
　出湯温度が低下したときに考えられる原因と処置は次の通りです。
⑴ 缶体温度が低い …… 設定温度を上げてください。
⑵ 別系統の回路の負荷が過大である（２回路以上の場合） …… ヒーター出力に対する要求負荷が大き過ぎます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　負荷の軽減などをご検討ください。
⑶ 熱交換器が汚れている …… 熱交換器の洗浄又は交換が必要です。サービス店までご連絡ください。
⑷ 真空状態が低下している …… 運転状態で１時間程度手動抽気を行ってください。しばらくして再び出湯温度が
　　　　　　　　　　　　　　　低下する場合にはサービス店へご連絡ください。
⑸ 熱交換器設定流量が過大である …… 流量を調整してください。

注意
慣性力でバーナーファンが回転して
いる場合がありますので点検する場
合は、ファンの停止を確認後行って
ください。また配線をチェックする
ときは、必ずヒーターの電源を切っ
た後行ってください。

！

モーターの定格電流値（３相200Vの場合）
バーナー型式 モーター（kW） 電流値（A）

RGHN－50

RGHN－70

RGHN－110

RGHN－110S, 160

RGHN－160S

0.4

0.75

1.5

1.5

2.2

1.8

2.9

5.6

5.6

8.0
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６．温水ヒーターを長期休止する場合の処置

● 停電のときの処置
　１秒以上の停電の場合は、安全確保のため停止しますので、運転を再開するためには通電後に再度、運転／停止
スイッチを押してください。

　温水ヒーターを長期休止する場合はサービス店にご連絡ください。その他、配管等設備については、設備業者様
にご相談ください。

注意 上記の処置を行なっても、再起動できない場合や、故障原因を特定できない場合は
サービス店までご連絡ください。！

７．保守点検の時期
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６．温水ヒーターを長期休止する場合の処置

● 停電のときの処置
　１秒以上の停電の場合は、安全確保のため停止しますので、運転を再開するためには通電後に再度、運転／停止
スイッチを押してください。

　温水ヒーターを長期休止する場合はサービス店にご連絡ください。その他、配管等設備については、設備業者様
にご相談ください。

注意 上記の処置を行なっても、再起動できない場合や、故障原因を特定できない場合は
サービス店までご連絡ください。！

７．保守点検の時期
点　検　時　期 点　検　項　目 点　　検　　要　　領

毎日１回以上

１．メーターの表示

２．燃焼状態

１．温度水高計（設備に取り付けてある場合）、前カバー〈下〉
を外してガス圧計等の表示を確認してください。

２．炎の形状、色などの目視により異常がないか確認してく
ださい。

毎月１回

１．ガス遮断弁の通り抜け

２．エアフィルターの清掃

３．覗き窓

１．機器に接続されたガス栓を閉じガス圧計にて圧力の低下
がないことを確認してください。

２．前面キャビネットを取り外しバーナーのエアフィルター
（下部）を濡れた布で拭いて清掃してください。

３．すすが付着していれば清掃してください。運転停止後、温
度が充分低下していることを確認して清掃してください。

※３ヶ月を超える保守点検項目は専門のサービスマンに依頼してください。

３ヶ月に１回

１．ガス遮断弁の通り抜け

２．炎検出器

１．通り抜け量をメスシリンダーに取り計量してください。
５分間で 10ml 以上になれば、遮断弁を交換してください。

２．運転中にガスコックを閉じてバーナーが自動停止するこ
とを確認してください。又、ウルトラビジョン炎検出器は、
受光面を清掃してください。

半年１回

１．自動制御装置

２．燃焼状態

３．ガスストレーナー
４．燃焼監視装置の機能
５．操作電源の極性の確認
６．ガス圧力スイッチ

７．フラップの点検

１．各インターロック、炎検出装置、その他の自動制御装置
を点検調整してください。また、バーナー制御盤内の端
子やその他の電気配線接続箇所のゆるみを点検記録して
ください。

２．排ガス内の O₂、CO を測定し、正しい空燃比で燃焼して
いるかどうか確認してください。

３．取り外して清掃してください。
４．フレーム電流および火災応答時間を測定してください。
５．テスターを用いて行ってください。
６．圧力を変化させ作動を確認してください（設定値と作動

値の測定）。
７．変形及び開閉動作に支障がないか確認してください。

1年１回

１．機内ガス配管の漏洩の有無

２．水配管の腐食および機械
的損傷の有無

３．ガス圧力調整器の作動状況
４．メタルニットノズルの点検

５．煙道煙突の詰まりの有無
６．温水ヒーター内部、煙突

の清掃

７．熱交換器の清掃

１．石けん水テスト、ゲージテスト、ガス漏れ検知器等で
　　チェックしてください。
２．配管系付近の調査、配管指示のチェックを行ってください。

３．設定圧力とのずれがないか確認してください。
４．メタルニットノズルを取り外し、詰まりや破れがないか

確認してください。
５．通風力を測定してください。
６．メタルニットノズルを取り外し、後部清掃口フタを開け

内部を点検し、すすや灰分が付着していれば掃除をして
ください。

７．熱交換器の能力低下がある場合は、清掃が必要ですので、
専門業者又は、弊社サービス店にご相談願います。
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９．故障排除法

■ 運転状態コード一覧表８．異常・表示・チェック手順関連表
　異常発生時（画面が赤色で表示）、エラー内容・シーケンス内容・発生時刻等を表示します。

エ　ラ　ー　内　容 エラーコード 動　　作　　内　　容 処　　　　置

電 源 立 上 時 警 報 状 態 Ａ　Ａ ロックアウト（本体ブザーOFF） リセットスイッチを押してください。

不 着 火 Ｅ　０ ロックアウト 故障排除法を参照願います。

断 火 Ｅ　１ ロックアウト 故障排除法を参照願います。

待 機 中 擬 似 火 炎 Ｅ　２ 30秒連続検出でロックアウト 故障排除法を参照願います。

パ ー ジ 中 擬 似 火 炎 . Ｅ　２． 30秒連続検出でロックアウト 故障排除法を参照願います。

ハ イ カ ッ ト マ イ コ ン Ｅ　３ ３秒連続検出でロックアウト 故障排除法を参照願います。

ハ イ カ ッ ト ハ ー ド . Ｅ　３． 検出後即ロックアウト 故障排除法を参照願います。

感 震 器 Ｅ　４ 0.5 秒連続検出でロックアウト 故障排除法を参照願います。

温 度 ヒ ュ ー ズ Ｅ　５ 0.5 秒連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

低 水 位 Ｅ　６ ２分連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

高 水 位 Ｅ　７ ２分連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

低 水 位 電 極 論 理 矛 盾
O N 電極論理矛盾
OFF 電極論理矛盾

Ｅ　８
Ｅ．８
. Ｅ　８．

１秒連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

地 絡 Ｅ　９ ３秒連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

バ ー ナ ー MG サ ー マ ル Ｅ　10 0.5 秒連続検出でロックアウト 故障排除法を参照願います。

フ ァ ン 異 常 Ｅ　Ａ
起動時 15 秒連続 ON/OFF 検出で
ロックアウト
燃焼中３秒連続検出でロックアウト

故障排除法を参照願います。

Hi フ ァ イ ア 異 常 Ｅ　Ｂ 60秒連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

Lo フ ァ イ ア 異 常 . Ｅ　Ｂ． 60秒連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

Hi,Lo フ ァ イ ア 同 時 ON . Ｅ．Ｂ． ５秒連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

リ モ コ ン 異 常 Ｅ　Ｃ ロックアウト　※１ サービス店へ連絡願います。

プ ロ グ ラ ム 異 常 Ｅ　Ｅ ロックアウト　※２ サービス店へ連絡願います。

ガ ス 圧 異 常
Ｅ　Ｆ 0.5 秒連続検出でロックアウト

故障排除法を参照願います。（ガス圧異常）

燃 焼 異 常 サービス店へ連絡願います。（燃焼異常）

缶 水 サ ー ミ ス タ 異 常
缶 水 サ ー ミ ス タ 短 絡

Ａ　１
. Ａ　１． ３秒連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

ガス溜め蒸気サーミスタ断線
ガス溜め蒸気サーミスタ短絡

Ａ　２
. Ａ　２． ３秒連続検出でロックアウト サービス店へ連絡願います。

ユーザインターロック Ａ　２ 0.5 秒連続検出で待機 故障排除法を参照願います。

真 空 ス イ ッ チ 作 動 Ａ　２ 燃焼待機 サービス店へ連絡願います。
※１　オプションのリモートコントローラーを接続した場合のリモートコントローラー異常です。
※２　ヒーターコントローラーの異常です。
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９．故障排除法

■ 運転状態コード一覧表８．異常・表示・チェック手順関連表
　異常発生時（画面が赤色で表示）、エラー内容・シーケンス内容・発生時刻等を表示します。

シーケンス内容 シーケンスコード シーケンス内容 シーケンスコード
停 止 中 表示なし 定常燃焼中（ON－OFF制御のみ） Ｐ　Ｐ
燃 焼 待 機 中 Ｐ　０ H i 燃 焼 中 Ｐ　Ｈ
リ モ コ ン 待 機 中 . Ｐ　０． L o 燃 焼 中 Ｐ　Ｌ
遠 方 運 転 待 機 中 Ｐ．０ イグニッショントライアル Ｐ　３
台 数 制 御 待 機 中 ポ ス ト イ グ ニ ッ シ ョ ン Ｐ　４
初 期 給 水 中 Ｕ　０ パ イ ロ ッ ト オ ン リ ー Ｐ　５
プ レ パ ー ジ Ｐ　１ メ イ ン ト ラ イ ア ル Ｐ　６
点 火 待 ち Ｐ　２ ポ ス ト パ ー ジ Ｐ　８
メ イ ン 安 定 Ｐ　７ 再 起 動 待 ち Ｐ．１

故　障 予　想　さ　れ　る　原　因 処　　置　　の　　方　　法
Ａ．ヒューズ容量不足
Ｂ．配線の故障

Ｃ．バーナーモーターの故障

Ａ．規定のヒューズに取り替えてください。
Ｂ．電源スイッチからヒーターまでの配線の調査及び修理を
します。 → 電気工事業者へ連絡して調査してください。

Ｃ．各機器の調査 → サービス店にご連絡ください。
Ａ．電源故障
　⑴電気がきていない（停電等）

　⑵電圧の低下
　　（定格の± 10％以内）
　⑶ヒーターコントローラー内及びマ

グネットボックス内ヒューズの溶
断又は電源ブレーカーの溶断

Ｂ．インターロックが働いている
　　（Ａ４表示）
Ｃ．異常表示画面になっている
　⑴異常高温（Ｅ３表示）

　⑵サーミスタの短絡又は断線
　　（Ａ１、Ａ１．表示）
　⑶擬似火炎（Ｅ２表示）
　⑷感振器（Ｅ４表示）
　⑸バーナーMGサーマル
　　（Ｅ10表示）
　⑹温度ヒューズ（Ｅ５表示）
Ｄ．バーナーモーター不良
Ｅ．真空スイッチが作動している
　　（Ａ５表示）
Ｆ．水位電極関係の異常
　　（Ｅ６、Ｅ７、Ｅ８表示）

Ａ．
　⑴ ヒーターコントローラー電源ランプが点灯するか調べて
ください。

　⑵ バーナー制御盤端子間に規定の電圧が現れるように電力
会社又は電気工事業者に依頼してください。

　⑶ブレーカーの遮断以外はサービス店にご連絡ください。

Ｂ．客先設備のインターロックが作動しています。設備を調
査してください。

Ｃ．
　⑴異常高温になった原因を調べた後に、85℃以下に下がる
のを待ってリセットしてください。

　⑵ サーミスタセンサーを調べて不良の場合は良品と交換し
てください。

　⑶ 擬似火炎の原因を調べリセットしてください。
　⑷感振器を調べ異常を取り除きリセットしてください。
　⑸オーバーロードリレーを調べ異常を取り除きリセットし
てください。（13ページを参照ください。）

　⑹温度ヒューズの異常です。サービス店にご連絡ください。
Ｄ．サービス店にご連絡ください。
Ｅ．サービス店にご連絡ください。

Ｆ．サービス店にご連絡ください。

⒈ 電
源
を
入
れ
る
と

ヒ
ュ
ー
ズ
が
と
ぶ
。

⒉ 

運
転
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
バ
ー
ナ
ー
が
起
動
し
な
い
。
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故　障 予　想　さ　れ　る　原　因 処　　置　　の　　方　　法

Ａ．バーナーまでガスがきていない
（Ｅ 0、Ｅ１、ＥＦ表示）

Ｂ．配管中の空気抜きが不十分であ
る（Ｅ０表示）

Ｃ．ガスストレーナーの目詰まり
　　（Ｅ０、Ｅ１、ＥＦ表示）
Ｄ．パイロットガス量の調整不良
　　（Ｅ０表示）
Ｅ．着火電極の汚損、損傷（Ｅ０表示）

ガスは出るが、火花が飛ばない
Ｆ．点火スパークがリークしている
Ｇ．パイロット電磁弁の不良
　　（Ｅ０、Ｅ１表示）
Ｈ．炎検出器の不良
　　（Ｅ０、Ｅ１、Ｅ２表示）
Ｉ．エアーフロースイッチが入って

いない（ＥＡ、ＥＢ．、Ｅ . Ｂ表示）

Ａ．ガス会社に連絡してください。

Ｂ．空気抜きを完全に行ってください。

Ｃ．フィルターを取り出して、清掃してください。

Ｄ．サービス店にご連絡ください。

Ｅ．電極の清掃を行ってください。損傷の場合は、サービス
店に連絡して新品と交換してください。

Ｆ．サービス店にご連絡ください。
Ｇ．サービス店にご連絡ください。

Ｈ．サービス店にご連絡ください。

Ｉ．エアフィルターの清掃を行ってください。改善されない
場合は、サービス店にご連絡ください。

Ａ．燃焼調整不良（Ｅ１表示）
Ｂ．ボイラー室の新鮮空気不足
　　（Ｅ１表示）
Ｃ．ガス配管中に水が溜まっている
（Ｅ１表示）

Ｄ．ガス圧の不足（Ｅ１表示）

Ａ．再調整を行ってください。（サービス店にご連絡ください。）
Ｂ．新鮮空気を十分に補給してください。

Ｃ．ガス会社に連絡してください。

Ｄ．ガス会社に連絡してください。

Ａ．ガス量が多すぎる

Ｂ．空気量不足
Ｃ．設備的な欠陥

Ａ．ガス量を減らしてください。（サービス店にご連絡くださ
い。）

Ｂ．再調整を行ってください。（サービス店にご連絡ください。）
Ｃ．煙道・煙突の新鮮空気口の調査・改善が必要なため設備
業者様にご連絡ください。

Ａ．燃焼量の減少

Ｂ．負荷過大
Ｃ．缶体伝熱面の汚れ
Ｄ．熱交換器のスケール付着、詰ま

り
Ｅ．ヒーター内部への空気の漏洩

Ｆ．ヒーターコントローラーの缶水
設定温度が低い

Ａ．エアフィルターの清掃を行ってください。改善されない
場合は、サービス店にご連絡ください。

Ｂ．適正負荷にしてください。
Ｃ．サービス店に連絡し、缶体の清掃を行ってください。
Ｄ．サービス店に連絡し、熱交換器の清掃又は取り替えを行っ
てください。

Ｅ．１時間程度、手動抽気を行ってください。良くならない
場合は、サービス店にご連絡ください。

Ｆ．缶水設定温度を上げてください。

⒊ 

バ
ー
ナ
ー
は
起
動
す
る
が
燃
焼
し
な
い
。

⒍ 

温
水
温
度
が
上
が
ら
な
い
。

⒋ 一
度
着
火
す
る
が
す
ぐ
消
え

て
バ
ー
ナ
ー
が
停
止
す
る
。

⒌ 逆
火
や
振
動
燃
焼

が
激
し
い
。

（1�）

10．修理サービスについて
　ご使用中に、もし、具合が悪くなったり異常が生じたときは、最寄りの当社営業所、サービス店又は当社の
代理店にご相談ください。

部品発注される場合は必ず下記をご指示ください。

● 型式、品名、製造年月、製造番号
　この取扱説明書により点検していただいても故障が直
らない場合は当社の代理店又は当社が指定するサービス
店又は最寄りの当社営業所へ連絡してください。
［注意］屋外型の場合は「屋外型」と必ず指示してくだ
　　　　さい。（屋外型の場合は型番と燃料種別の間にYが
　　　　記載されております。　例：FT－4000YG－W）

● 補修用性能部品の最低保有期間について
　補修用性能部品の最低保有期間は、経済産業省の指導により、当製品の製造中止より7年間となっています。
　当社は、この基準により補修用性能部品を調達の上、修理によって性能が維持できる場合には有料修理いた
します。なお、補修用性能部品とは、その製品の性能を維持するために必要な部品です。

（18）
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11．参考資料
■ 標準電気回路図

注
１
．
図
中
破
線
部
は
現
地
配
線
箇
所
を
示
す
。

　
２
．
バ
ー
ナ
ー
取
り
外
し
出
荷
の
場
合
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
バ
ー
ナ
ー
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
間
を
専
用
コ
ネ
ク
タ
ー

（
バ
ー
ナ
ー
付
属
品
）
で
接
続
く
だ
さ
い
。

　
３
．
リ
モ
コ
ン
等
遠
方
操
作
を
行
う
場
合
は
別
紙
資
料
を
参
照
く
だ
さ
い
。

　
４
．
各
種
無
電
圧
端
子
は
必
要
に
応
じ
て
結
線
く
だ
さ
い
。
（
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
内
端
子
）

　
　
　
但
し
、
凍
結
防
止
用
等
の
設
備
に
重
大
な
事
故
を
も
た
ら
す
様
な
機
器
の
連
動
用
と
し
て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
５
．
端
子
記
号
　
○
　
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
内
端
子

　
　
　
端
子
記
号
　
□
　
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
内
コ
ネ
ク
タ
ー

　
　
　
端
子
記
号
　
○
　
は
ボ
イ
ラ
ー
及
び
ヒ
ー
タ
ー
結
線
ボ
ッ
ク
ス
内
端
子

　
　
　
端
子
記
号
　
○
　
は
バ
ー
ナ
ー
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
内
端
子
（
バ
ー
ナ
ー
機
器
接
続
用
）

　
　
　
端
子
記
号
　
○
　
は
バ
ー
ナ
ー
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
内
端
子
（
現
地
結
線
用
）

　
６
．
各
種
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
を
使
用
す
る
場
合
は
バ
ー
ナ
ー
マ
グ
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
内
端
子
Ｃ
１
、
Ｃ
２
（
感
震
器
用
）
、

Ｂ
１
、
Ｂ
２
…
…
（
そ
の
他
の
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
用
）
の
短
絡
線
を
は
ず
し
て
接
続
く
だ
さ
い
。

１０
３９

８０
－７
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